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医療の質・安全学会 

第3回学術集会演題募集と参加登録のご案内 
 

医療の質・安全学会では、第３回学術集会の演題を募集しています。 

年々、臨床検査技師の参加も増えております。日臨技でも第１回開催より後援をして 

おり、会員の演題登録をはじめ学術集会への参加を希望します。 

演題登録はインターネットによるオンライン登録となります。 

◆ 演題募集要項 ◆ 

医療の質・安全の向上につながる、さまざまな視座・視点からの研究と活動のご発表を 

期待しています。 

(1) 演題申込みおよび抄録提出方法 

学術集会ホームページ(http://qsh.jｐ/2008/)の演題登録画面から、案内にしたがっ 

て演題申込みと抄録の登録を行ってください。 

オンラインによる登録に不都合のある方は右記第3回学術集会運営担当電子メール宛 

（qsh3@procomu.jp）ご連絡下さい。 

(2) 応募資格 

演題発表者は医療の質・安全学会の会員であることが必要です(共同演者については 

この限りではありません。まだ入会されていない方は入会手続きをお願いいたします。 

学会ホームページ(http://qsh.ｊｐ/nyuukai.htm)の「入会のご案内」ページからお申込み 

下さい。 

(3) 演題登録受付期間(予定) 

平成20年5月20日(火)より７月24(木)午前. 

※なお、事前参加登録受付期間は、5月20日(火)より10月15日(水)までの予定です。 

(4) 登録事項と登録にあたっての注意事項 

ご登録いただく事項 

◇ 演題種別と発表形式区分：次の中から1つを記載 

1 研究発表(口演、示説)： 注)目的、方法.結果、考察・結論等として構造化して簡潔にご記入ください。 

2 実践報告(示説)： 注)効果的な実践報告 

3 ベストトライアル(示説)： 注)新しい工夫がなされて医療安全のために作られたもの。 

4 ベストプラクティス報告(ポスターのみ展示、ポスターと作品の展示) 

************************************************************************************************ 
 プログラム日程(予定)      詳細は随時本学会のホームページにてお知らせいたします。 

◇ 11月22日(土) 会長講演：「医療安全・知の結集と実践の革新をめざして」 

  (嶋森好子・慶應義塾大学看護医療学部教授) 

特別講演：“医療安全文化醸成のヒントを探る"「チンパンジーの親子と文化」 

  (松沢哲郎京都大学霊長類研究所思考言語分野教授) 

シンポジウム、ワーケショップ、一般口演、示説、ベストプラクティス報告・ベストトライアル・展示、ランチョン・教育セミナー 

◇ 11月23日(日) シンポジウム、ワークショップ、一般ロ演、示説、ベストプラクティス報告・ベストトライアル・展示、ランチョン・教育セミナー、他

◇ 11月24日(月・祝) シンポジウム、ワークショップ、示説、ランチョン・教育セミナー等 

公開フォーラム“いのちをまもるパートナーズ" 

1. 医療安全共同行動第1回全国フォーラム(米国“十万人の命を救え”一キャンペーンの報告、他) 

2. 「新しい医療のかたち」表彰式 

3. 医療安全推進週間公開シンポジウム 「患者・市民の医療参加とパートナーシップ」 ※ 厚生労働省共催(予定)

4. 「私たちの活動」展(患者・医療者・地域社会の取組みの紹介) 

         詳細は大会ホームページをご覧ください。（http://qsh.jp/2008/） 

 

 
医療の質・安全学会第3回学術集会 

会 長 嶋森 好子 

(慶應義塾大学看護医療学部教授) 

 

▼ じゃ、サルは？キジは？ 

▼ 若い頃から、京都、滋賀など近畿地方には興味がありましたが、ま

たまた好きになりそうな、夢が膨らむ旅でした。 

▼ 今号は、偶然にもテーマが一緒になりました。 

▼ 廃棄物処理法、廃棄物管理者責任者研修会、医療の質・安全

学会･･･日臨技の研修会も楽しみですね。 

▼ 今号の注目は「臨床検査科の標榜」で 

す。皆さんの施設では、どうされていますか？ 

 

 

  

 

▼ 先日、近江琵琶湖を巡ってきました。日本歴史を勉強する旅でし

た。中でも、勢田の唐橋はいつ行っても良いですね。その昔、唐橋を制

するものは天下を制するとまで言われた近江八景の一つです。更に、気

にいったのは・･・近くに近江牛を食べさせる老舗があるのです。 

▼ その店先に“河童”を祭った小さい社があります？何故･･･河童な

の？店のお婆さんが言うには「近くに河童のお化けがいるの」・・・本当？

▼ そういえば、近くの鞍馬山に、600 万年前に“金星”から人類救済の

ご本尊「護法魔王尊」が舞い降りたそうです・・・地球の地底都市ｼｬﾝﾝ

ﾊﾞﾗへの入り口もあるそうです。 

▼ 河童も関係あるのでしょうか？ 

▼ では、三蔵法師も近くに住まわれているのでしょうかね～！ 
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